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Ａ．研究目的 

 原発性免疫不全症の分類のうち、“免疫不全を

伴う特徴的な症候群”に含まれる疾患、シムケ症

候群及びネザートン症候群について Minds 準拠

の診療ガイドラインの策定することを目的とし

ている。 

 

Ｂ．研究方法 

 Minds 準拠の手法に則り、新たにシムケ症候群

及びネザートン症候群の診療ガイドラインの策定

を試みた。策定方法は、主要な既報文献を参照

し、第一に診療ガイドライン案を作成し、第二に重

要臨床課題を抽出し、それに対する推奨文を作

成しているが、令和元年度に策定した原案を基に

最新のエビデンスを追加した。策定した診療ガイ

ドライン案について研究班班会議における討議を

経てさらに改定を行った。 

 

 （倫理面への配慮） 

該当なし 

 

Ｃ．研究結果 

別添のシムケ症候群及びネザートン症候群に

の診療ガイドライン案を参照。 

 

Ｄ．考察 

 診療ガイドラインとして、シムケ症候群及びネザ

ートン症候群の診断基準、診断フローチャート、

重症度分類を含む診療ガイドラインを作成し、重

要臨床課題として Clinical Question (CQ)をそれ

ぞれ 2 項目、1 項目提案し、班会議での討議を経

て確定した。 
 

Ｅ．結論 

 シムケ症候群及びネザートン症候群についてMi

nds準拠の診療ガイドライン案を策定した 
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